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伝送速度 (kbit/s) 2,048 384 144
表 2.2: Ｗ-CDMAの主要緒元








データ変調 下り QPSK,上り BPSK















































































































































































SRisw ave = jSRiswj = 2
L
(1 D)Vs dc (3.3)








































































SRisw ave = jSRiswj = 2
L
(1 D)Vs dc (3.5)











































































































































































 tOFF + Ioffset (3.16)
となる。
エラーアンプの出力電圧は
VA = KRsenseIOPAmp = KRsenseVout   Vf
L















































VA = KRsenseIOPAmp (3.23)
に注目する。
包絡線追跡電源を最高効率で動作する条件は IOPAmp = 0[A]である。条
件式より VAは 0[V]になるのが望ましいので

































VA PP = KRsenseIOPAmp (3.28)
となる。
電流のリップル幅を求める為に Voffsetの状態で動作を求めると


















































VSAW max > VA max (3.33)
の関係がある。
エラーアンプの最小電圧と鋸歯状波の最小電圧の間には



































VSAW max > KRsenseIOPAmpVmax   Vave
Rload
　 (3.41)











































































































































































































































































































































T = t0の時、VEはHighとなる。Vnは線形に上昇し始め、Vpは VH に















































































が得られる。VT が Single Shot回路へ入力されると、VT の立ち上がりを
検知し、一定区間のNegative Pulseを含んだ信号 VSが出力される。この








































































用する。外部同期信号 Vsyhは 2相の場合 180°、4相の場合は 90°といっ
たように位相をずらし設定する。ロジック回路では初めにヒステリシス
コンパレータ出力 VOC と外部同期信号 Vsyhの AND回路出力 Vtを得る。
このAND回路出力 Vtの立ち上がりを検知し、一定区間のNegative Pulse
を含んだ信号 Vsを得る。この信号 Vsを用いてヒステリシスコンパレー




















































図 6.8: Single Shot回路の動作タイミングチャート
!"!













































































Pin Name Fuction Direction Signal Number
VDD 電源 - 1.8V 4
VDDPST 電源 - 3.3V 4
GND GND - - 4
Voc コンパレータ入力 IN Digital 1
d[1:5] パルス幅調節入力 IN Digital (各 1)計 5
Clock[1:2] 同期信号入力 IN Digital (各 1)計 2
PWM[1:4] PWM出力 OUT Digital (各 1)計 4
Vsyn[1:4] Vsyn出力 OUT Digital (各 1)計 4
NP[1:4] NP出力 OUT Digital (各 1)計 4
MDSEL 2相/4相選択信号 IN Digital 1
EN イネーブル IN Digital 1
INV 出力反転 IN Digital 1
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OPAmp Linear Technology LT1809
コンパレータ Linear Technology LT1711
Power MOS-FET Rohm RSF010P05
バイポーラエミッタフォロワ Rohm 2SD1898
ドライバ IC TI UCC27524A-Q1












 1. 入力信号周波数 1MHz
 2. 入力信号周波数 5MHz
 3. 入力信号周波数 10MHz












入力信号周波数 5MHz、振幅 1Vp pの測定結果を図 (7.6)に示す。入
力信号である sin波に DC-DCコンバータの出力が追従しているこ
とがわかる。しかし、負荷電流スルーレート SRiRloadとDC-DCコ
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